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電
気
知
識

家
庭
の
電
気
配
線

電
気
に
は
、
形
、
色
、
に
お
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
通

る
道
が
あ
っ
て
、
そ
の
道
の
途
中

で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
、
ま
た

も
と
の
電
線
に
帰
り
ま
す
。

大
き
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
は

大
き
な
電
気
が
通
ら
ね
ば
な
ら
ず

、
そ
れ
に
は
大
き
な
電
気
が
容
易

に
通
る
よ
う
に
し
て
や
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

最
近
は
便
利
な
電
気
器
具
が
素

晴
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
普
及
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
多
い
電
気

器
具
を
安
全
便
利
に
使
用
す
る
た

め
に
は
、
良
い
器
具
を
え
ら
ぶ
こ

と
６
大
切
で
す
が
、
お
家
の
電
気

配
線
を
な
お
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
コ
ン
セ
ン
ト
（
差
込
口
）
・：

い
ま
ま
で
の
家
庭
の
電
気
と
い

う
と
電
灯
を
つ
け
る
だ
け
の
線
し

か
引
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
い
ざ
電
気
器
具
を
使

う
こ
と
に
な
る
と
、
ふ
た
又
、
み

つ
又
ソ
ケ
ッ
ト
を
電
灯
の
受
口
に

つ
け
て
便
う
こ
と
に
な
り
非
常
に

不
便
で
ま
た
危
険
で
す
。

電
灯
ソ
ケ
ッ
ト
で
は
六
〇
〇
ワ

ッ
ト
ま
で
し
か
電
気
を
使
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
六
〇
〇
ワ
ッ
ト

以
上
の
電
気
器
具
を
使
う
と
温
度

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
、
コ
ー
ド

や
ソ
ケ
ッ
ト
を
焼
い
た
り
す
る
こ

と
に
な
り
危
険
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
部
屋
ご
と
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
必

ず
取
り
付
け
る
と
と
も
に
電
気
の

わ
か
れ
み
ち
、
つ
ま
り
回
路
を
ふ

や
し
て
便
利
に
電
気
を
使
い
ま
し

よ
う
。

中
国
電
力
で
は
皆
様
の
お
宅
の

電
気
配
線
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う

か
診
断
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
御
遠
慮
な
く
利
用

し
て
下
さ
い
。

電
気
一
ロ
メ
モ

く
ら
し
と
電
気

台
所
に
換
気
扇
を

じ
め
じ
め
す
る
梅
雨
も
も
う
そ

こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

「
お
台
所
の
空
気
が
お
い
し
い

湿
気
や
い
や
な
臭
い
が
な
く
、

す
ご
く
衛
生
的
…
……
」

そ
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
が

換
気
扇
で
す
。

値
段
は
六
千
円
１
九
千
円

電
気
代
は
一
ヶ
月
約
二
十
円

（
中
電
長
門
営
業
所
提
供
）

Ｐ
Ｃ
Ｐ
（
除
草
剤
）

の
使
用
心
得

最
近
除
草
剤
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
が
、

野
ビ
エ
や
水
田
鏥
草
の
除
草
に
有

効
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
農

家
の
使
用
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
本
剤
は
医
薬
用
品
以
外
の

劇
物
に
指
定
さ
れ
、
と
く
に
魚
類

に
は
多
大
の
害
を
与
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
次
の
点
に
特
に
注

意
し
て
使
用
し
て
下
さ
い
。

一
、使
用
時
期
、
使
用
量

使
用
方
法

（
左
の
表
の
通
り
）

二
、使
用
上
の
注
意

①
魚
類
に
対
す
る
被
害
の
防
止
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
。

薬
剤
が
河
川
、
溜
池
、
養
魚
池

、
養
魚
田
な
ど
に
流
入
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
水
田
で
は
使
用
し

な
い
こ
と
。

②
掛
け
流
し
田
や
漏
水
の
は
な
は

だ
し
い
水
田
で
は
使
用
し
な
い

こ
と
。

③
本
剤
を
使
用
し
た
水
田
で
は
少

な
く
と
も
十
日
間
は
排
水
を
行

わ
な
い
こ
と
。

④
本
剤
が
眼
や
鼻
に
入
る
と
、
涙

や
ク
シ
ヤ
ミ
が
出
る
か
ら
、
メ

ガ
ネ
や
マ
ス
ク
等
を
使
用
し
ま

た
風
上
に
立
っ
て
使
用
す
る
こ

④
使
用
後
は
石
け
ん
で
ヒ
フ
や
衣

類
を
洗
う
こ
と

⑥
使
用
し
た
器
具
は
充
分
水
洗
い

を
し
て
お
く
こ
と
。

弖
一
般
的
特
性

①
接
触
型
（
植
物
に
吸
収
さ
れ
て

、
植
物
体
内
に
移
行
し
て
生
理

障
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く

、
植
物
体
に
接
触
し
た
部
分
の

み
害
作
用
を
与
え
る
型
）
の
除

草
剤
で
あ
り
、
発
芽
よ
く
制
、

非
選
択
性
（
特
定
の
雑
草
を
選

ぶ
こ
と
な
く
全
般
的
に
作
用
す

る
）
で
、
土
質
、
温
度
、
降
雨

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

水
田
の
適
用
雑
草

と
く
に
ノ
ビ
エ
の
除
去
に
有

効
で
あ
る
が
、
浮
草
、
モ
類
に

も
効
果
が
あ
る

Ａ
水
田
雑
草
　
ノ
ビ
エ
、
ミ
ソ

（
コ
ベ
、
ア
ブ
ノ
メ
、
キ

カ
シ
グ
サ
、
コ
ナ
ギ
、
カ

ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
ア
ゼ
ナ
、

Ｂ
浮
草
モ
類
　
ウ
キ
ク
サ
、
ア

オ
ウ
キ
グ
サ
、
サ
ン
シ
ョ

ウ
モ
、
ア
オ
ミ
ド
ロ
、
シ

ヤ
ジ
ク
モ
、
フ
ラ
ス
コ
モ

②
土
壌
中
に
於
け
る
変
化
及
び
紫

外
線
に
よ
る
分
解

土
壌
中
で
は
比
較
的
短
期

間
に
不
溶
性
の
Ｐ
Ｃ
Ｐ
と
な

り
、
銅
、
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ユ

ー
ム
や
其
の
他
の
金
属
と
化

合
し
て
不
溶
性
金
属
塩
と
な

Ｐ
Ｃ
Ｐ
は
日
光
直
射
の
下
で

分
解
し
て
効
力
が
な
く
な
る

区
分

適
　
用
　
処
　
理

雑
　
草
　
条
　
件

Ξ
ア
ー
ル
当
り

使
用
成
合
量

使
　
用

時
　
期

使
用
上
の
留
意
点

田
橲

前
の

処
理

ヒ
エ

一
般
雑
草

た
い
水

処
理

吾
（
）ｇ
一
一
呂
Ｄ
ｇ

田
植
前

一
一
四
日

田
植

後
の

処
理

浮
草

モ
類

ヒ
エ
ー
般

雑
草

落
水
処
理

た
い
水
処
理

た
い
水
処
理

一
呂

上
一
呂
ｇ

三
呂
ｇ

一言
（
）Ｉ
吾
Ｄ
ｇ

田
植
後
＋

1
十
五
日

以
上

た
い
水
後

十
一
十
五

日
以
上

①
薬
剤
を
五
〇
一
七
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
溶

か
し
て
使
用
す
る
。

②
水
は
浅
く
（
二
〇
一
三
〇
セ
ン
チ
）
し
て

使
用
す
る
。

③
噴
霧
機
二
四
Ｄ
撒
布
器
、
如
露
等
を
用
い

全
面
均
一
に
撒
布
す
る
。

④
撒
布
后
は
二
〇
一
三
〇
日
間
中
耕
し
な
い

①
薬
剤
を
五
〇
一
七
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
溶

か
し
て
使
用
す
る
。

②
前
記
の
器
具
を
用
い
、
な
る
べ
く
面
に
む

け
て
撒
布
す
ゐ
。

遣
族
年
金
や
扶

助
料
等
の
相
談
会

六
月
八
日
に
開
催

昭
和
二
十
八
年
八
月
一
日
よ
り

請
求
の
出
来
る
旧
軍
人
、
軍
属
の

恩
給
（
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料

、
一
時
恩
給
、
一
時
扶
助
料
、
公

務
扶
助
料
）
な
ど
の
請
求
を
し
て

お
ら
れ
な
い
方
は
来
る
七
月
三
十

一
日
ま
で
で
請
求
権
が
な
く
な
り

ま
す
か
ら
至
急
手
続
を
し
て
下
さ

い
。
こ
の
手
続
な
ど
の
相
談
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
か
ら

、
い
ま
か
ら
請
求
を
さ
れ
る
方
又

は
御
不
審
の
あ
る
方
は
御
来
場
下

さ
い
。

な
お
、
当
日
は
県
係
官
が
こ
の

相
談
を
う
け
ま
す
。

記

日
時
　
六
月
八
日

自
午
前
十
時
　
至
午
後
二
時

場
所
　
中
央
公
民
館

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
〆
切
り

６
月
５
日
ま
で

国保被保険者

山
口
県
民
皆
保
険
達

成
を
記
念
し
て
、
県
内

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
体
位
向
上
を
目
的

と
し
て
次
の
要
領
で
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

（
応
募
資
格
）

山
口
県
内
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
（
生
徒
、
児
童
を
除
く
）

（
応
募
期
日
）

六
月
五
日
ま
で

（
申
込
方
法
）

市
役
所
保
険
衛
生
課
（
各
支
所
）

又
は
各
歯
科
医
院
あ
て
で
御
不
審

な
。以
は
最
寄
り
の
歯
科
医
院
で
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

こ
の
広
報
は
五
月
二
十
八
日
市
役
所
を
発
行
致
し
ま
し
た
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